
2023-24　クラブテーマ

Tomorrow’s Hope, Today’s Harmony
～和をもって貴しとなす～

３月　水と衛生月間
2023-24  RI テーマ ● 世界に希望を生み出そう

（通算3576回）例会
令和６年３月７日

第 回30 例会場：ホテルアークリッシュ豊橋

左から　井上 泰宏国際奉仕委員長、福井 敬会長、
　　　　鈴木 拓将地区国際奉仕副委員長、岩瀬 清地区国際奉仕委員

国際奉仕委員会  担当

会長挨拶 福井 敬 会長

　皆さまは、指一本で弾ける「だれでもピアノ」とい
う楽器があることをご存じでしょうか。演奏者が指一
本で１音ずつ鍵盤をたたくと、演奏者自身が弾いてい
るかのように、ピアノが伴奏を奏でます。
　「だれでもピアノ」の研究グループは当初、既存の
楽器を演奏しやすいように改変するか、簡単に演奏で
きる楽器を考案する方向で開発を進めていたそうで
す。特別支援学校を訪問した際、脳性まひがあり、右
手の指の一部しか自由に動かせない生徒が、ピアノの
鍵盤に顔を近づけて、一生懸命１本の指でメロディー
を弾いており、横から先生が伴奏を付けるためにペダ
ルを踏むと、生徒の顔には笑みが浮かび、ピアノを弾
く喜びが全身から伝わってきたそうです。そこで、生
徒らはプロと同じ本物の楽器を弾きたいという願いを
強く持っており、障がい者用に特別につくられた楽器
を弾きたいのではないんだということを思い知り、障
がいのある生徒にピアノの演奏を楽しんでもらうため
に「だれでもピアノ」が開発されました。
　障がいのある方や高齢者、子供も隔たり無く好きな
音楽を楽しめることは、ロータリーが提唱しているＤ
ＥＩの理念と通ずるところがあると感じました。

卓話者紹介 岩瀬 清 会員

　本日卓話をしていただく鈴木拓将様は名古屋宮の杜
ＲＣに所属されており、本年度はクラブでＳ.Ａ.Ａ.を
務められています。また、地区国際奉仕委員会の副委
員長も務められています。お仕事は、株式会社矢場と
んホールディングスの代表取締役をされています。本
日は会社で、ロータリーの理念を実践されているとい
うお話をお聞きしたいと思います。

趣旨説明・講師紹介 井上 泰宏 国際奉仕委員長

　人道的支援を個人で行うことは難しいです。しか
し、ロータリーは国際的な奉仕団体であり、地域社会
や国際社会で様々な人道的支援を展開しています。今
年度のクラブテーマにもあるように、多文化との価値
観を共有することで、他人の気持ちを想像できるよう
になれば、援助を受ける側のみが恩恵を受けるのでは
なく、奉仕に参加した私達も困っている方の喜ぶ姿に
触れ、大きな感動という恩恵を受けることができま
す。今回の例会で国際奉仕活動について、少しでも多
くの方が理解し、どういうものか考えていける機会に
なればと考えています。

卓話「人道的国際奉仕」
地区国際奉仕委員会 副委員長　鈴木 拓将 様

　コロナ禍を経て各クラブに、国際奉仕を行っている
かアンケートを取ったところ、約４割のクラブが現在
国際奉仕を行っていないという結果でした。コロナ禍
で様々な活動が止まり、特に国際奉仕はハードルが高
いものになってしまいました。そんな中で、地区では
もう一度国際奉仕を行うことを推進しています。昨年
までは地区で国際奉仕事業を持っていましたが、今年
からはそれぞれのクラブで活動してもらうように啓蒙
活動を行っています。しかし、豊橋ＲＣさんは既にク
ラブで国際奉仕活動を行われているので、何を話せば
良いか色々と考えたのですが、２つのことだけ伝えさ
せていただければと思います。まず１つ目は、ロータ
リーで学んだことを是非会社でも実践していただきた
いです。２つ目は、国内でできる国際奉仕活動がある
ということを知っていただきたいと思います。
　我が社が60周年を迎えた際、皆さまからご祝儀をい
ただきました。このお金を何かに使えないかというこ
とで、カンボジアに学校を誘致する事業に参加するこ
とにしました。10年で５校の学校をつくることを目標
にし、2019年に達成することができました。事業の
主な財源は、お客様からの寄付と、まかない募金」で
す。本来は無料で食べられるまかないを、食べる際に
100円ずつ寄付をいただくことで、年間で300万円程
を集めることができました。

　学校をつくったきりでそのままにしないために、何
とか一緒に活動できないかと考え、毎年20名程の社員
と現地を訪問し、交流会を行っています。交流会で
は、日本のカレーライスを一緒に作ったり、サッカー
やバレーボールをして遊びました。子ども達と交流す
ることで「自分の悩みなんて小さいものだった」、
「この子達に恥じないように生きていこう」と元気を
もらえた社員もおり、そういった話を聞くだけで、
やって良かったと思います。豊橋ＲＣさんはタイでの
事業を長年されていますが、時間があれば是非参加し
ていただきたいと思います。
　豊橋ＲＣさんの会員の中には海外で様々な事業をさ
れている方がいらっしゃると思いますが、それを更に
バージョンアップしていくには、ここにいらっしゃる
他の会員の皆さまの協力を得ることが大切だと思いま
す。また、委員長会議の際に、あるクラブの会長エレ
クトさんが「国際奉仕活動で何をして良いか分から
ず、継続することができない」とおっしゃっていまし
た。豊橋ＲＣさんはしっかりとした地盤ができている
クラブですが、そうでないクラブが周りには結構あり
ます。だからこそ皆さまが支えることで、何か活動に
繋げられるクラブがあるということを意識して、是非
そのクラブを豊橋ＲＣさんの活動に巻き込んでいただ
き、少しずつ将来に繋げていけるものにしていただけ
たらと思います。
　皆さまの中には、自分たちの職業を通して何か発信
できるのではないかという思いがあると思います。そ
れを持ち寄ることで、更に大きなものに変えることが
できます。ロータリーに入ったからこそできる活動を
仲間と一緒に行えることが、ロータリーの本当の素晴
らしさではないかと思います。本日の卓話が、皆さま
の中で「今日から何かできるのではないか」というこ
とを考えていただくきっかけになればと思います。

人道的国際奉仕について
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例会予定

地区国際奉仕委員会 副委員長　鈴木 拓将 様
米山奨学生　ブレンテグシ エンフバヤスガラン 君

本日のゲスト

３月14日（木）地区出向者報告
３月21日（木）休会

杉田 洋 出席委員長出席報告

当日出席者　75名
総会員数 110名

計算会員数　94名中19名欠席
出席率  79.79%

ソングリーダー 山本 光伸 会員歌

「君が代」
「ＲＯＴＡＲＹ」

　コロナ禍を経て各クラブに、国際奉仕を行っている
かアンケートを取ったところ、約４割のクラブが現在
国際奉仕を行っていないという結果でした。コロナ禍
で様々な活動が止まり、特に国際奉仕はハードルが高
いものになってしまいました。そんな中で、地区では
もう一度国際奉仕を行うことを推進しています。昨年
までは地区で国際奉仕事業を持っていましたが、今年
からはそれぞれのクラブで活動してもらうように啓蒙
活動を行っています。しかし、豊橋ＲＣさんは既にク
ラブで国際奉仕活動を行われているので、何を話せば
良いか色々と考えたのですが、２つのことだけ伝えさ
せていただければと思います。まず１つ目は、ロータ
リーで学んだことを是非会社でも実践していただきた
いです。２つ目は、国内でできる国際奉仕活動がある
ということを知っていただきたいと思います。
　我が社が60周年を迎えた際、皆さまからご祝儀をい
ただきました。このお金を何かに使えないかというこ
とで、カンボジアに学校を誘致する事業に参加するこ
とにしました。10年で５校の学校をつくることを目標
にし、2019年に達成することができました。事業の
主な財源は、お客様からの寄付と、まかない募金」で
す。本来は無料で食べられるまかないを、食べる際に
100円ずつ寄付をいただくことで、年間で300万円程
を集めることができました。

　学校をつくったきりでそのままにしないために、何
とか一緒に活動できないかと考え、毎年20名程の社員
と現地を訪問し、交流会を行っています。交流会で
は、日本のカレーライスを一緒に作ったり、サッカー
やバレーボールをして遊びました。子ども達と交流す
ることで「自分の悩みなんて小さいものだった」、
「この子達に恥じないように生きていこう」と元気を
もらえた社員もおり、そういった話を聞くだけで、
やって良かったと思います。豊橋ＲＣさんはタイでの
事業を長年されていますが、時間があれば是非参加し
ていただきたいと思います。
　豊橋ＲＣさんの会員の中には海外で様々な事業をさ
れている方がいらっしゃると思いますが、それを更に
バージョンアップしていくには、ここにいらっしゃる
他の会員の皆さまの協力を得ることが大切だと思いま
す。また、委員長会議の際に、あるクラブの会長エレ
クトさんが「国際奉仕活動で何をして良いか分から
ず、継続することができない」とおっしゃっていまし
た。豊橋ＲＣさんはしっかりとした地盤ができている
クラブですが、そうでないクラブが周りには結構あり
ます。だからこそ皆さまが支えることで、何か活動に
繋げられるクラブがあるということを意識して、是非
そのクラブを豊橋ＲＣさんの活動に巻き込んでいただ
き、少しずつ将来に繋げていけるものにしていただけ
たらと思います。
　皆さまの中には、自分たちの職業を通して何か発信
できるのではないかという思いがあると思います。そ
れを持ち寄ることで、更に大きなものに変えることが
できます。ロータリーに入ったからこそできる活動を
仲間と一緒に行えることが、ロータリーの本当の素晴
らしさではないかと思います。本日の卓話が、皆さま
の中で「今日から何かできるのではないか」というこ
とを考えていただくきっかけになればと思います。

伊藤 晴康 幹事幹事報告

１．例会終了後、４階グリーンルームにてアッセンブ
リーを開催します。

２．３月９日開催のＩＭに参加される方は、12時に受
付が開始となりますので、会場にて幹事のところ
までお越しください。

ニコニコBOX 杉江 秀介 ニコニコ委員

■鈴木拓将地区国際奉仕副委員長、豊橋ＲＣへようこ
そ。卓話を楽しみにしています
　福井 敬 会長　伊藤 晴康 幹事　
■本日はお世話になります。歴史あるクラブを学ばせて
いただきます
　鈴木 拓将 地区国際奉仕副委員長
■本日ゲストをお招きし国際奉仕委員会卓話例会を開催
させていただきます。よろしくお願いいたします
　井上 泰宏 国際奉仕委員長
■鈴木拓将地区国際奉仕副委員長様、卓話を楽しみにし
ております。よろしくお願いいたします
　井上 泰宏 国際奉仕委員長
■鈴木拓将様、地区国際奉仕副委員長の卓話を楽しみに
しています
　岩瀬 清 会員
■鈴木拓将様、ＲＦＦでも大変お世話になっておりま
す。地区国際奉仕委員会でのご活躍を期待しておりま
す。本日のスピーチ楽しみにしております
　佐々木 利政 会員
■鈴木拓将地区国際奉仕副委員長、卓話を楽しみにして
おります
　久保田 充三　笠原 元樹 各会員
■先日、東京出張の折、八重洲地下街で食事をしまし
た。東京で食べる矢場とんのみそかつも、とってもお
いしかったです。鈴木様、本日のスピーチ楽しみにし
ています
　縣 政行 会員
■中部日本料理研究会豊隆会の第92回の総会が成功裏に
終了いたしました
　鈴木 良昌 会員
■２月29日に第３回家庭集会を「広小路でんでん」にて
開催しました。参加者は、宮田正人会員、権田隆実会
員、松坂良太会員、紅林友昭会長エレクト、松岡真由
美会員、佐藤裕彦会員、山本勘司会員、平林邦幸会
員、宮本順子会員、前田英範会員、河合珠美会員、日
野恵里加会員、近藤眞Ｒ情報・研修委員長でした
　近藤 眞 Ｒ情報・研修委員長
■少し良いことがありました
　杉江 秀介 会員　　　　　　　　　　　　　    （順不同)

誕生祝い

池田 勝年 会員
（Ｓ.51年3月8日生）

髙山 景一 会員
（Ｓ.29年3月10日生）
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